家庭礼拝　2011年3月16日　コリント第Ⅰ　７章
　賛美歌294　人よ、汝が罪の　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌461　みめぐみゆたけき
起
受難週に入りましたが、先週の金曜日、東北関東大震災が起こり、多くの被災者が出ました。私の仙台に居る兄弟たちも、その災害の真っ只中に会って、安否が気遣われましたが、何とか全員無事でした。最後まで安否が分からなかった、姉夫婦には心配させられました。その後福島原発の事故や、昨日の富士山のふもとの震源の大きな地震を経験して、これは一体何なのだ。終末の時がやって来るのか、とも思わされました。まだ多くの被災者、困難者のいる中ですが、神様が、導きと救いとを与えてくださることをいつも祈っています。

さて、第7章には、パウロの結婚観が書かれています。これを理解するのには、いくつかの背景を理解することが必要です。パウロの結婚観は初期と終わりのほうではだいぶ変わってきています。このコリント書の結婚観は初期のものです。ここで、パウロの話を理解する時に特に大切な事は、パウロの思いとして、終末のときはもうすぐそこまできているという自覚があることです。それは、7章26節を読めば分かることです。26節では、
１コリ 7:26　今危機が迫っている状態にあるので、こうするのがよいとわたしは考えます。つまり、人は現状にとどまっているのがよいのです。
もう目の前まで、終末のときがやってきているのです。ですから、いまさら結婚がどうのこうのというよりも、この終末に対する備えをするほうがずっと大切だと言う思いがあるのです。ですが、このことの背景を理解しないと、パウロの結婚観は、かなりいい加減な感じで、結婚を軽視しているのではないのかと思わされてしまうのです。パウロは決してそうは考えていないのですが、この終末の非常時においては、軽視しているように見えるのです。その終末がすぐにこないとわかった、後年のエフェソ書では、結婚は人生の中で、最も美しいものとして描かれます。それは教会とキリストの結婚に例えられるものとなるのです。
このコリント第一の7章にはいやに詳細に結婚に関することが書かれています。この手紙を理解する時に大切なのは、この手紙はその前に来たコリント教会からの問い合わせに対する答えだと言うことです。即ち、コリントの教会からどんな問い合わせがあったかを推測することが理解を早めます。今日の話でも、どのような問いがあったのかを思い巡らせながら読み解いてみたいと思うのです。
もう一つ大切な背景は、パウロは果たして独身だったのだろうか。そして、ユダヤの結婚観はどうだったのだろうかということです。パウロは聖書に出てくる限りは独身者です。ですから、もともと独身主義者のようにも思えます。ユダヤ教がそのようなものなのかとも思ってしまいます。独身主義者の結婚観では何か偏ったような印象を受けます。ですが、ユダヤ教では、結婚はとても大切なもの神聖なものとして扱われています。それは神が子供を持つことの大切さを言っているからです。結婚せず、子供を作らないという事は、神の掟に反することなのです。そして、パウロはラビであったし、ユダヤの最高法院であるサンヘドリンの一員だったのです。それは、聖徒達が殺されるときにはそれに賛成投票を投票したと言う、彼の言葉から分かるのです。サンヘドリンのメンバーは既婚者でなければならず、また、敬虔な正統派ユダヤ人であったパウロが、神の掟を破って、独身で居ることは考えられないからです。ですからパウロは、敬虔なユダヤ人として結婚していたが、主イエスと出会って、妻も家も捨てたと考えるのが自然なのです。そのような背景の下で、この7章のパウロの結婚に関するコリントの信徒への勧めを聞いてみたいと思います。
承
最初にパウロはこういいました。
１コリ 7:1　そちらから書いてよこしたことについて言えば、男は女に触れない方がよい。
１コリ 7:2　しかし、みだらな行いを避けるために、男はめいめい自分の妻を持ち、また、女はめいめい自分の夫を持ちなさい。
１コリ 7:3　夫は妻に、その務めを果たし、同様に妻も夫にその務めを果たしなさい。
１コリ 7:4　妻は自分の体を意のままにする権利を持たず、夫がそれを持っています。同じように、夫も自分の体を意のままにする権利を持たず、妻がそれを持っているのです。
１コリ 7:5　互いに相手を拒んではいけません。ただ、納得しあったうえで、専ら祈りに時を過ごすためにしばらく別れ、また一緒になるというなら話は別です。あなたがたが自分を抑制する力がないのに乗じて、サタンが誘惑しないともかぎらないからです。
１コリ 7:6　もっとも、わたしは、そうしても差し支えないと言うのであって、そうしなさい、と命じるつもりはありません。
１コリ 7:7　わたしとしては、皆がわたしのように独りでいてほしい。しかし、人はそれぞれ神から賜物をいただいているのですから、人によって生き方が違います。
少し長くなりましたが、このパウロの返事から、コリントの信徒は、一体どんな質問相談をパウロにしてきたのでしょうか。その質問を推測してみると
1 私たちは、クリスチャンとして清いものになるために、男は女に触れず、結婚もしないほうがいいのでしょうか。
2 夫または妻が触れ合うことを求めてきたときには、拒んだほうがよいのでしょうか。
と言う質問が考えられます。そしてコリントの信徒の中には、完全なクリスチャンになるため、完全にこのような男女のふれあいを避けようとするものが、あったかもしれないと言うことです。ですが、パウロは人間の弱さを知っており、自然に逆らうことが更に大きな罪を生みかねないことを知っていました。そして、自然で現実的な対応を進めるのです。これは、自分が結婚したことがあるから言えることかもしれません。そして、最初の質問の、私たちは、クリスチャンとして清いものになるために、男は女に触れず、結婚もしないほうがいいのでしょうか。と言う質問に対して、1，2節に書いてあるように、
１コリ 7:1　そちらから書いてよこしたことについて言えば、男は女に触れない方がよい。
１コリ 7:2　しかし、みだらな行いを避けるために、男はめいめい自分の妻を持ち、また、女はめいめい自分の夫を持ちなさい。
と、答えました。パウロは人間の弱さを知っていたのです。たとえ、男は女に触れないほうがいいということで、それを誓ったとしても、それに耐え切れずみだらな行いをして、返って大きな罪を犯してしまうことを知っていたのです。ですから、みだらな行いを避けるために結婚しなさいと勧めました。非難されるのは、結婚そのものが大切だからではなくて、みだらな行いを避けるために結婚すると言うことが、パウロは結婚を軽視していると言われるのです。
　そして、もし結婚したとしても、相手が触れ合うことを求めてきた時に、清さを保つために、それを拒んでもいいでしょうかというのが2番目の質問になります。その答えは、互いに拒んではいけないと言う答えです。その理由は、それは、妻の体を意のままにする権利は夫が持ち、夫の体を意のままにする権利は妻が持つからだというのです。即ち、妻と夫は一体なのだから、拒んではいけないと言う回答なのです。このような回答をしているのは、このコリントの信徒の中には、清くなるためには異性に触れたくないと言う強い思いを持っている人々がいたということです。一方にみだらなコリント人が居り、もう一方にこのように禁欲的なコリント人が居たのです。ですが、このような快楽主義的なコリントの世界にあって、その信念を貫く事は至難の業であることを、パウロは理解していたのです。あまり無理をすると返って悪い結果になることを心配しているのです。5節にもあるように、「あなたがたが自分を抑制する力がないのに乗じて、サタンが誘惑しないともかぎらないからです。」と言っているように、我慢に耐えられなくなった人を、サタンが誘惑してくるかもしれないことを恐れているのです。この様に、パウロの答えは、その人々に合わせた、非常に現実的なものでした。パウロには分かっていたのです、パウロに憧れる若い人々が、パウロのような独身としての生き方をしたいと願っていたのだと思います。そして、7節でパウロが言っているように、「人はそれぞれ神から賜物をいただいているのですから、人によって生き方が違います。」と、自分に合った生き方をするように奨めているのです。
また同じ理由で、未婚者とやもめに対しても次のように言っています。8節から11節です。
１コリ 7:8　未婚者とやもめに言いますが、皆わたしのように独りでいるのがよいでしょう。
１コリ 7:9　しかし、自分を抑制できなければ結婚しなさい。情欲に身を焦がすよりは、結婚した方がましだからです。
１コリ 7:10　更に、既婚者に命じます。妻は夫と別れてはいけない。こう命じるのは、わたしではなく、主です。
１コリ 7:11　――既に別れてしまったのなら、再婚せずにいるか、夫のもとに帰りなさい。――また、夫は妻を離縁してはいけない。
ここでも、独りでいるほうがよいのだけれども、情欲に身を焦がすよりは結婚したほうがよいと言います。そして更に既婚者に対しても言います。夫婦は別れてはいけないと言います。これも文脈から考えてみると、クリスチャンとして清い生活をするために、離婚して、男と女が触れ合わないほうがいいのではないでしょうか、と言う質問が考えられます。極端な禁欲主義があったものと思います。そして実際に、既に別れた人もあったようです。パウロは、別れてはいけない、そう命じるのは私ではなくて主ですと言っています。クリスチャンになったからと言って、急に別れたり、禁欲的になったり、特別なことをしようとしたりする必要は無いのです。クリスチャンはそのままでクリスチャンになるのです。奴隷は奴隷のままでクリスチャンになるのです。そして、そのままで救われていくのだと思います。だから、既婚者に対しては別れてはいけない、別れてしまったものはそのままでいるか、もとに戻りなさいと教えているのです。
12節から16節では、クリスチャンとクリスチャンでないもの同士の場合の結婚について語っています。日本では朱に交われば赤くなると言って、どちらかと言うと、よいものが悪いものに引きずられて、悪くなる印象があります。ですがパウロの答えはそうではありませんでした。結論だけ言えば、クリスチャンは、クリスチャンでない伴侶を聖化すると言うことです。赤くなるのではなく、純白になるのです。でも、相手が去って行くならば、去って行くままにしなさい。結婚に縛られてはいけないと言いました。パウロにとって、何よりも大切な事は、目の前に近づいた、神の国に入ることなのです。その準備をすることなのです。
転
結婚に関する質問に一通り答えて、パウロは、個別の対応ではなく、クリスチャンとしての基本的な歩み方を教えました。それは17節です。
１コリ 7:17　おのおの主から分け与えられた分に応じ、それぞれ神に召されたときの身分のままで歩みなさい。これは、すべての教会でわたしが命じていることです。
パウロの基本的な考え方は、クリスチャンになったから今までと違ったことをするというのではなく、それぞれ神に召された時の身分のままで歩みなさい、と言うことでした。たとえどんな身分であろうとも、神の国ではそれは関係なくなるからです。ですが、コリントの教会では、クリスチャンになったのだから、今までと違うものにならなければと言う思いが強かったのだと思います。それで、結婚しているものが離婚しようとしたり、奴隷が自由人になろうとしたり、異邦人がユダヤ人のようになろうとしたりして、不自然なことが起こりかけていました。それに対してパウロは、おのおの主から分け与えられた分に応じ、それぞれ神に召されたときの身分のままで歩みなさいと教えたのです。そして、主によって召された奴隷は，主によって自由にされたものであり、割礼よりは、神の掟を守ることのほうが大切だと教えました。
未婚とやもめの人々に対しては、8節で既に答えているのですが、25節から、もう一度詳しく答えなおしています。同じことの繰り返しもありますが、終末が近いこと強調してこういいます。26節では
１コリ 7:26　今危機が迫っている状態にあるので、こうするのがよいとわたしは考えます。つまり、人は現状にとどまっているのがよいのです。
また、29節では

１コリ 7:29　兄弟たち、わたしはこう言いたい。定められた時は迫っています。今からは、妻のある人はない人のように、
１コリ 7:30　泣く人は泣かない人のように、喜ぶ人は喜ばない人のように、物を買う人は持たない人のように、
１コリ 7:31　世の事にかかわっている人は、かかわりのない人のようにすべきです。この世の有様は過ぎ去るからです。
週末の時が近いことの緊迫感が伝わってきます。
このような終末観の中で、パウロは、現状にとどまりなさい。自分を抑制できないなら、結婚しなさい。
でも、そのままでいるほうが幸福です。と教えています。
結

パウロは、終末がすぐにでも来ると本当に思っていました。この終末観がないと、パウロの本当の気持ちは理解できないのかもしれません。ましてや、二千年後の私たちにとって、この終末の緊迫感を理解するのはとても大変なことです。この終末観があればこそ、パウロは、人間業とは思えない、宣教旅行を続けたのだと思います。そして、コリントの人たちも、この終末観があればこそ、非常に禁欲的な人も出れば、非常にみだらな人も出たのだと思います。コリントの人々の行動を理解するのにもこの終末観の理解が必要になります。
ここで教えられるのは、結婚に関する教えではなく、この終末の時にあって、人はどうすべきかと言うことです。もう、世界が終わりなのだから、今までと違った何かをしようというのではないのです。今のうちに、何かをやっておかなければならないと騒ぐのでもないのです。パウロは、そのときが近づいても、「おのおの主から分け与えられた分に応じ、それぞれ神に召されたときの身分のままで歩みなさい。」と、そのままで、ありのままに歩むことの大切さを語っているのです。無理をせずに自然に生きることを語っているのです。

私たちにとっての終末は、自分の死の時かもしれません。その時がきても、何か特別なことをするのではなく、それぞれ神に召されたままで歩むのが、パウロの教えだと思います。じたばたしてはいけないのです。自然に、そして素直に神の前に生きる姿を求められているのではないかと思います。
(一分間の黙祷)(祈り)

いつくしみ深い天の父なる神様。御名があがめられますように。今日の集いの恵みに感謝いたします。東北では、地震と津波による多くの被害がでて、死んだ人、消息の知れない人、困難者が多数出ております。そしてまた、原発事故では、関係者が、命を書けて、不眠不休で災害の未然防止に働いております。まだまだ、これからがどうなるのか分からないときですが、どうかあなたがこの不幸な出来事を省みてくださって、被災者の上に、恵と平安とを与えてくださいますように。
今現場で、不眠不休で働いている、自衛隊の人々、消防、警察の人々、医療関係の人々、海外の協力団体の人々、国や自治体の関係者の人々そして東電の関係者の方々が、どうかその力を十分に用いられて、良い働きをなすことが出来ますように導いてください。
今日の聖書の箇所にあっては、終末の時にあっても、召されたときのままで、歩みなさいと教えられました。何か特別なことをするのでもなく、じたばたするのでもなく、ただあなたに信頼し、あなたの救いに与るものとなることが出来ますように導いてください。

この祈りを、主イエスキリストの御名によって、お祈りいたします。アーメン

◆結婚について
１コリ 7:1　そちらから書いてよこしたことについて言えば、男は女に触れない方がよい。
１コリ 7:2　しかし、みだらな行いを避けるために、男はめいめい自分の妻を持ち、また、女はめいめい自分の夫を持ちなさい。
１コリ 7:3　夫は妻に、その務めを果たし、同様に妻も夫にその務めを果たしなさい。
１コリ 7:4　妻は自分の体を意のままにする権利を持たず、夫がそれを持っています。同じように、夫も自分の体を意のままにする権利を持たず、妻がそれを持っているのです。
１コリ 7:5　互いに相手を拒んではいけません。ただ、納得しあったうえで、専ら祈りに時を過ごすためにしばらく別れ、また一緒になるというなら話は別です。あなたがたが自分を抑制する力がないのに乗じて、サタンが誘惑しないともかぎらないからです。
１コリ 7:6　もっとも、わたしは、そうしても差し支えないと言うのであって、そうしなさい、と命じるつもりはありません。
１コリ 7:7　わたしとしては、皆がわたしのように独りでいてほしい。しかし、人はそれぞれ神から賜物をいただいているのですから、人によって生き方が違います。
１コリ 7:8　未婚者とやもめに言いますが、皆わたしのように独りでいるのがよいでしょう。
１コリ 7:9　しかし、自分を抑制できなければ結婚しなさい。情欲に身を焦がすよりは、結婚した方がましだからです。
１コリ 7:10　更に、既婚者に命じます。妻は夫と別れてはいけない。こう命じるのは、わたしではなく、主です。
１コリ 7:11　――既に別れてしまったのなら、再婚せずにいるか、夫のもとに帰りなさい。――また、夫は妻を離縁してはいけない。
１コリ 7:12　その他の人たちに対しては、主ではなくわたしが言うのですが、ある信者に信者でない妻がいて、その妻が一緒に生活を続けたいと思っている場合、彼女を離縁してはいけない。
１コリ 7:13　また、ある女に信者でない夫がいて、その夫が一緒に生活を続けたいと思っている場合、彼を離縁してはいけない。
１コリ 7:14　なぜなら、信者でない夫は、信者である妻のゆえに聖なる者とされ、信者でない妻は、信者である夫のゆえに聖なる者とされているからです。そうでなければ、あなたがたの子供たちは汚れていることになりますが、実際には聖なる者です。
１コリ 7:15　しかし、信者でない相手が離れていくなら、去るにまかせなさい。こうした場合に信者は、夫であろうと妻であろうと、結婚に縛られてはいません。平和な生活を送るようにと、神はあなたがたを召されたのです。
１コリ 7:16　妻よ、あなたは夫を救えるかどうか、どうして分かるのか。夫よ、あなたは妻を救えるかどうか、どうして分かるのか。
◆主が定めた生き方
１コリ 7:17　おのおの主から分け与えられた分に応じ、それぞれ神に召されたときの身分のままで歩みなさい。これは、すべての教会でわたしが命じていることです。
１コリ 7:18　割礼を受けている者が召されたのなら、割礼の跡を無くそうとしてはいけません。割礼を受けていない者が召されたのなら、割礼を受けようとしてはいけません。
１コリ 7:19　割礼の有無は問題ではなく、大切なのは神の掟を守ることです。
１コリ 7:20　おのおの召されたときの身分にとどまっていなさい。
１コリ 7:21　召されたときに奴隷であった人も、そのことを気にしてはいけません。自由の身になることができるとしても、むしろそのままでいなさい。
１コリ 7:22　というのは、主によって召された奴隷は、主によって自由の身にされた者だからです。同様に、主によって召された自由な身分の者は、キリストの奴隷なのです。
１コリ 7:23　あなたがたは、身代金を払って買い取られたのです。人の奴隷となってはいけません。
１コリ 7:24　兄弟たち、おのおの召されたときの身分のまま、神の前にとどまっていなさい。
◆未婚の人たちとやもめ
１コリ 7:25　未婚の人たちについて、わたしは主の指示を受けてはいませんが、主の憐れみにより信任を得ている者として、意見を述べます。
１コリ 7:26　今危機が迫っている状態にあるので、こうするのがよいとわたしは考えます。つまり、人は現状にとどまっているのがよいのです。
１コリ 7:27　妻と結ばれているなら、そのつながりを解こうとせず、妻と結ばれていないなら妻を求めてはいけない。
１コリ 7:28　しかし、あなたが、結婚しても、罪を犯すわけではなく、未婚の女が結婚しても、罪を犯したわけではありません。ただ、結婚する人たちはその身に苦労を負うことになるでしょう。わたしは、あなたがたにそのような苦労をさせたくないのです。
１コリ 7:29　兄弟たち、わたしはこう言いたい。定められた時は迫っています。今からは、妻のある人はない人のように、
１コリ 7:30　泣く人は泣かない人のように、喜ぶ人は喜ばない人のように、物を買う人は持たない人のように、
１コリ 7:31　世の事にかかわっている人は、かかわりのない人のようにすべきです。この世の有様は過ぎ去るからです。
１コリ 7:32　思い煩わないでほしい。独身の男は、どうすれば主に喜ばれるかと、主のことに心を遣いますが、
１コリ 7:33　結婚している男は、どうすれば妻に喜ばれるかと、世の事に心を遣い、
１コリ 7:34　心が二つに分かれてしまいます。独身の女や未婚の女は、体も霊も聖なる者になろうとして、主のことに心を遣いますが、結婚している女は、どうすれば夫に喜ばれるかと、世の事に心を遣います。
１コリ 7:35　このようにわたしが言うのは、あなたがたのためを思ってのことで、決してあなたがたを束縛するためではなく、品位のある生活をさせて、ひたすら主に仕えさせるためなのです。
１コリ 7:36　もし、ある人が自分の相手である娘に対して、情熱が強くなり、その誓いにふさわしくないふるまいをしかねないと感じ、それ以上自分を抑制できないと思うなら、思いどおりにしなさい。罪を犯すことにはなりません。二人は結婚しなさい。
１コリ 7:37　しかし、心にしっかりした信念を持ち、無理に思いを抑えつけたりせずに、相手の娘をそのままにしておこうと決心した人は、そうしたらよいでしょう。
１コリ 7:38　要するに、相手の娘と結婚する人はそれで差し支えありませんが、結婚しない人の方がもっとよいのです。
１コリ 7:39　妻は夫が生きている間は夫に結ばれていますが、夫が死ねば、望む人と再婚してもかまいません。ただし、相手は主に結ばれている者に限ります。
１コリ 7:40　しかし、わたしの考えによれば、そのままでいる方がずっと幸福です。わたしも神の霊を受けていると思います。
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